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演習

電気電子工学科・建築・デザイン学科

概ね達成された。

電気電子工学科：　選択科目
建築・デザイン学科：　選択科目

西田　治男 　Haruo NISHIDA

・共同体の一員であるということの認識と自己の行為の倫理性が共同体に与える影響を考えられる。
・技術者の本質であるものづくりに倫理が強く結びついていることを認識できる。
・企業倫理に根ざした新しい経営論理を把握できる。
・知的財産や営業秘密の意味を理解し、それらの権利問題について解釈できる。
・製造物責任や環境影響について理解し、技術者の考え方の中に社会や環境への配慮が必要であることを認識
できる。

11/19　第１回　 導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法、産業技術と倫理とは何か
11/19　第２回　 倫理とは何か　共同体に成立する倫理体系の理解
11/19　第３回　 技術者にとっての倫理　ものづくりの倫理の理解
11/19　第４回　 技術者とは何か　歴史の中の技術者　専門職としての技術者
11/19　第５回　 技術者倫理と企業倫理　経営の倫理と企業・技術者の倫理的責任の理解
11/26　第６回　 内部告発の倫理　内部告発を巡る社会と企業の変化の理解
11/26　第７回　 製造物責任法（PL法）を理解する
11/26　第８回　 安全性とリスク　リスクコミュニケーションの理解
11/26　第９回　 知的財産と営業秘密　特許法の概要と職務発明、守秘義務の理解
11/26　第10回　 環境・資源の倫理１　環境問題と産業技術についての概要
12/3　 第11回　 環境・資源の倫理２　循環型社会の構築の理解
12/3　 第12回　 研究の倫理　発見と発明、先取権の尊重原則などの理解
12/3　 第13回　 国際化と異文化摩擦についての理解
12/3　 第14回　 科学技術と公共性についての理解
12/3　 第15回　 技術者倫理に関する最近のトピックスと総合討論
12/3　 定期試験

実技

社会人として最低限必要な一般常識や社会動向に興味を持つよう、将来の自分たちに直接影響するような情報を
タイムリーに織り交ぜながら講義を進めたい。

総じて全科目の平均点付近であった。
従来、自学自習が低レベルであったが、今回、平均点まで向上した。集中講義のため、自主学習の時間をとるの
は難しいが、講義に興味を持ち、各種メディアの社会動向などに目を向けるようになったためと推測する。

2016年度 後期 リフレクションペーパー

大学に入学したばかりの1年次学生に卒業後の社会の実態を示し、理解を得ることが難しいことを痛感した。

企業倫理と知的財産

人間形成科目

部外評価
プレゼンテーション

 


